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（
観

音
講
な
ど

）

が
存
在
し

て

巡
礼
の

様
式
を
規

定
し

て

い

た
こ

と

が

う

か

が

え
る

。

　
地
域
に
つ

い

て

は
、

国
を

単
位
で

検
討
す
る
の

が、

従
来
の

方

針
で

あ

っ

た
。

し
か
し、

必

ず
し

も
生
活
と

密
着
し
な
い

国
単
位
で

の

把

握
に

は

限
界
が
あ

り、

よ

り
細
か

く
検
討
す
る
こ

と
で
、

地

域
の

特
殊
性
に

つ

い

て

明
ら
か
に

な
る

と
思
わ
れ
る

。

す
で

に、

肥

前
国
に

つ

い

て

は
、

ほ

ぼ

長

崎
に

限
定
さ

れ
る

た
め
、

独
自
に

取

り
上

げ
ら

れ
て

き
て

い

た
。

ま

た
、

山

城
国
に

つ

い

て

は
、

西
岡
と

呼
ば

れ
る

京
都
市
西
郊
が

非
常
に

多

い

こ

と
も

注
目
さ

れ
て

い

た
。

両
地
域
と

も
、

指
南
書
と
は

異
な
っ

た

形

態
（
絵
馬
型
）

の

札
を
数
多
く
納
め

て

お

り
、

衰
退
し
た

と

は

い

え、

西

岡
で

は
、

現
在
も
観
音
講
が

続
い

て

い

る
。

　

伊
勢
国
に
つ

い

て

は
、

四
日
市
・

桑
名
な
ど
の

商
人
が

多
く、

金
泥
・

銀
泥
で

文
字
が

書
か
れ

た
大

判
で

特

殊
な
漆

塗
り
の

札
を

奉
納
し
て

い

た
。

札
の

残
存
に

関
し
て

は
、

地

域
格
差
と
と

も
に
経
済
格
差
も
あ
る

こ

と
が

推
定
さ
れ
よ

う
。

つ

ま
り、

丈
夫
で

立

派
な
巡
礼
札
で

あ
る

が
ゆ

え

に
、

廃
棄
さ
れ

ず
に

残
っ

た
の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は、

紙
と

木
と

い

う

材
質
の

違
い

に

つ

い

て

も
注
意
を

促
す

。

い

う
ま
で

も
な
く

、

紙
札
は

極

め

て

残
り
に

く

く
、

ま
た
十
九
世
紀
に
は
、

同
じ
紙
で

で

き
て

い

る
千
社

札
と

の

重
な

り
を

視
野
に

入
れ

、

関
東
か

ら
の

巡
礼

者
数
の

減

少
を

検
討

す
る
こ

と
が
必

要
に

な
ろ

う
。

　

最
も
巡

礼
札
が

多
い

の

は

武
蔵

国
で

あ
る
こ

と
は

す
で

に

指

摘
さ
れ
て

お
り

、

今
回
サ

ン

プ

リ
ン

グ

と
し
て、

天
井

分
の

巡

礼
札
約
二

五

〇
か
所

（

約
二

二

〇
〇

枚）

か
ら

武
蔵
・

下

総
・

常
陸
・

下
野
な
ど
を

抽
出
し
て

み

た
。

す
る

と
、

武
蔵
・

下

総
に

つ

い

て

は
中
仙
道
と

利
根
川
・

江
戸

川

の

問
の

地

域、

と

く
に

日

光
街
道

沿
い

に

集
中
し
て

い

る

こ

と
が

分
か

る
。

こ

れ
ら
は

、

武
蔵
国
葛
飾
郡
・

埼
玉

郡
・

足
立

郡、

下
総
国

葛
飾
郡

で、

関
宿
・

菖
蒲
・

羽
生
・

忍
・

幸
手
・

騎
西
・

庄
内
・

八
条
な
ど
の

領

で

ま
と
め

ら
れ

る

地
域
に

も

あ
た
っ

て

い

る
。

利
根
川
上

流
で

は
、

熊

谷

よ

り
西

側
に

及
ぶ

こ

と
が

な

く
、

江

戸
の

住
人
の

札
も
今
回
の

サ
ン

プ
ル

の

中
か
ら

は

見
出
す
こ

と
は

で

き
な
か

っ

た
。

寛
永
期
に

江
戸
小

網
町
か

ら

奉
納
さ
れ
て

い

る
札
や
《

落
書
》

も
確
認
さ
れ

て

い

る

か
ら、

江

戸
の

住
人
が

西

国
巡

礼
し
な
か

っ

た

わ

け
で

は

な
い

。

こ

の

よ

う
に

考
え
る

と
、

巡
礼
札
が
残
る
と

い

う
こ

と
は
、

か
な
り
特
殊
で

あ

り、

巡

礼
札
か

ら

巡

礼
を

検
討
す
る
に
は
、

い

ろ

い

ろ

な
制
約
が
あ
る

こ

と
に

な
る

。

　
し

か

し、

一

乗
寺
の

巡
礼
札
に

よ

っ

て、

地
域
に
残
っ

て

い

な
い

巡

礼

の

事
実
を
明
ら
か
に

で

き、

ま
た
、

巡
礼
者
の

足
跡
を
た

ど
る

き
っ

か

け

に

も
な
る

。

一

乗
寺
の

巡
礼
札
か
ら

巡
礼
者
デ
ー

タ
ベ

ー

ス

を
作

成
し

て

利
用
で

き
る
よ

う
に

す
る
の

が

当
面
の

課
題
で

あ
る

。

（

こ

の

報
告
は
、

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（

C
∀
「

西
国
巡
礼
者
に

関

す
る

基

礎
的
デ

ー

タ
の

整
理
と

検
討
−
一

乗
寺
巡
礼
札
の

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

化
1

」

（
研
究

代
表
者
・

幡
鎌
一

弘
）

の

成

果
の
一

部
で

あ
る

。

）

江
戸

時
代

前
期
の

遍

路
道
再

現

　
　
　

澄
禅
『

四
国
辺
路
日
記
』

を
中
心
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

柴
谷
　
宗
叔

　

江
戸

時
代
前
期
に

四

国
遍
路
を

し
た

澄
禅

（

＝
ハ

＝
ニ

ー
八

〇
）

の

『

四

国
辺
路
日
記
』

（
一

六
五
三
）

に

基
づ

き、

当
時
の

遍
路
道
を

探
っ

た
。

現
在
の

徒
歩
遍
路
道
と

重
な
る

部
分
も
多
い

が
、

全

く
異
な
る

場
所
も
あ

る
。

江
戸
時
代
の

遍
路
道
は

四

国
各
県
の

教
育
委
員
会
な
ど

の

調
査
で

再

現
が

試
み

ら

れ
て

い

る

が
、

真
念
（

？
1
一

六
九
二
）

の

『

四
国
邊
路
道
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指
南
』

（

一

六
八

七）

以

降
の

道

を
対
象
と

す
る

も
の

で
、

真
念
よ

り
三

十
年
余
さ
か
の

ぼ
る

澄

禅
の

日
記
に

記
さ
れ

た
道
は

残
念
な
が
ら
わ
か
ら

な

か
っ

た
。

　
澄
禅
は

現
在
の
一

番
霊
山

寺
（
徳

島
県
鳴
門

市
大

麻
町
板

東）

か
ら
で

な

く
、

十
七

番
井
戸
寺
（
徳

島
市
国
府
町
井
戸）

か

ら

打
ち

始
め

て

い

る
。

澄
禅
の

日
記
に
番
付
が

記
さ
れ
て

い

な
い

こ

と
か
ら、

番
次
通
り
に

打
つ

こ

と
は

念
頭
に
な
か
っ

た
と

い

え
る

。

十
七
番
か
ら

現
在
の

番
付
で

い

う

十
三

番
ま
で

逆
打
ち
し、

十
一

番、

十
二

番
を
経
て

十
八

番
か
ら
ほ
ぼ

順

打
ち
に

行
く。

八
十
八

番
を

打
ち
終
え
て

か
ら
十
番
か
ら
→

番
ま
で

逆
打

ち
し

て

遍
路
を
終
え
た

。

　
現

在
の

遍

路
道
と

大
き
く

異
な
る

個

所
の

調
査
結
果

を
中
心
に

述
べ

る
。

現
在

、

真
念
の

立
て

た

道
標
が
残
っ

て

お
り、

調
査
に

役
立

っ

て

い

る

が
、

澄
禅
は

個
人
で

遍
路
し
た
だ

け
で

道
標
は

立

て

て

お

ら
ず
物
証
に

乏
し

い
。

真
念
以
後
の

通
常
ル

ー

ト
か
ら
外
れ
た

場
所
は

現
地
調
査
で

地

形
な
ど
か

ら

推
測
す
る

し
か

な

い
。

　
十
三

番
か
ら

十
一

番
へ

は

「

阿
波
一

国
を
一

目
に

見
る
」

峠
を

越
え
て

い

る
。

徳
島
市
入
田
町
か
ら

名
西
郡
石
井
町
に

ぬ

け
る

山
越
え
の

道
で
、

地

蔵
峠
で

は
な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

　
十
二

番
か
ら

十
八

番
へ

は

名
西
郡
神
山
町
鬼
籠
野

か
ら

名
西
郡
佐
那
河

内
村
を

経
て

小
松
島
市
田
野
町
に

抜
け
て

い

る
。

府
能
峠
を

越
え
、

佐
那

河
内
か
ら
徳

島
市
八

多
町
大
久
保
へ

の

道
を
た
ど
つ

た
よ

う
だ

。

　
二

十
三

番
か
ら
二

十
四

番
へ

の

途
中
に

「

佛
崎
に

て

札
を

納
」

と
い

う

記
述
が
あ
る

。

佛
崎
と
い

う
番
外
札
所
は

現
在
は

存
在
せ

ず、

調
査
の

結

果、

日
記
に

記
さ
れ
た

距
離
な
ど
か

ら
高
知
県
室
戸

市
佐
喜
浜
町
水
尻
谷

に
あ
る

佛
の

よ

う
な
形
を
し

た

岬
で

あ
る

と

断
定
し

た
。

　
三

十
八

番
の

あ
る

足
摺

岬
か
ら

西

海
岸

、

月
山
（
幡
多
郡
大
月

町
月

山）

経

由
で

宿
毛
に

向
か
っ

て

い

る
。

真
念
は

真
念
庵
（
土

佐
清

水
市
下

ノ

加
江
市
野
瀬
）

に

打
ち
戻
る

道

を
推

奨
し

て

い

る

の

で
、

「

道
指
南
」

発
行
以

降
現

在
に

至
る
ま
で
、

月
山
経
由
の

道
は
た
ど
る

人
が
少
な
い

。

澄
禅
は

西
伯
（
大

月
町
西
泊）
、

ミ

ク

レ

坂
（
三

倉
坂、

宿
毛

市
）

な
ど

現
在
の

遍
路
道
と
は
違
っ

た

道
を
経
由
し
て

い

る
。

　
四
十

番
か
ら
四
十
一

番
の

途
中、

津
島
か
ら

宇
和
島
に

向
か

う
の

に

松

尾

峠
で

な
く
野
井
坂
を
通
っ

た
。

　
六
十
五
番
三

角
寺
か
ら
奥
の

院
（
仙
龍

寺、

愛
媛
県
四

国
中
央
市
新
宮

町
馬
立
）

に
寄
っ

て

い

る
。

こ

こ

か

ら

六
十
六

番
へ

行
く
の

に

徳
島
県
境

の

境
目

峠
ま
で

尾
根
道
を
た

ど
っ

た

と

思
わ

れ
る
が

、

呉
石

高
原
経
由
の

尾
根
伝
い

の

道
が
あ
る

こ

と

を

確
認
し

た
。

　
七
十
二

番
か
ら
天
霧
山
北
側
を
降
り
番
外
海
岸
寺
（
香
川

県
多
度
津
町

西
白
方）

に
行
っ

て

い

る
。

　
一

番
か
ら
渭
津
（
徳
島
市
）

へ

の

帰
路、

吉
野
川
の

渡
を

使
っ

た
。

大

麻
街
道
を
行
っ

た
と

思
わ
れ

る
。

　
日
記
か
ら
当
時
の

遍
路
が

ど
ん

な

も
の

で

あ
っ

た

か
も
読
み

取
れ

る
。

　
澄
禅
は

寺
や
民
家
に

泊
ま
っ

て

お

り
野
宿
は
一

度
も
な
い

。

「

辺

路
屋
」

と
い

う
言
葉
が

た
び

た

び

出
て

く
る

こ

と
か

ら、

遍
路
宿
の

原
型
が

あ
っ

た
こ

と

が
わ

か

る
。

ま
た
、

保
寿
寺
（

六
十
二

番
宝

寿
寺）
、

道
隆
寺
（

七

十
七

番）

の

く
だ
り
で

は
、

お

接
待
が

行
わ

れ
た

と

の

記
載
も
あ
る
。

　
「

高
野
芳
野
〔
吉
野
）

の

行
入
衆
」

の

記
述
か
ら

僧
侶
は

行
人
方
が

多

く
遍

路
に

出

て

い

た
こ

と

が
わ

か
る

。

三

崎
（

高

知
県
土

佐

清
水
市
三

崎）

で

は
逆
打
ち
の

行
人
衆
と

会
っ

て

い

る

の

で
、

す
で

に

逆
打
ち

す
る

人

が
い

た
。

野
根
（
安
芸
郡
東
洋
町
）

で

会
っ

た

「

幡
多
の

辺

路
衆
」

の

（1097）375
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記
述
か
ら
、

一

般
人

も
既
に

遍
路
を
し
て

い

た
。

鳥
坂
）

の

庄
屋
は

「

辺
路
も

数
度
」

と

書
か

れ
、

人
も
い

た

こ

と
が

わ

か
る
。

説
経
節
を
読
む

戸
坂
（

愛
媛
県
西
予
市

重
ね

打
ち
を

し
て

い

た

宗
教
研
究
と
し

て

の

読
解
の

試
み

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

千
葉
　
俊
一

　

発
表
者
の

研
究
目
的
は

古
典
文
芸
・

芸
能
に

顕
れ
た

仏
教
思
想
を

読
み

取
る

こ

と

で

あ
る

。

し
か

し、

そ
れ

は

経
典
思
想
や
日
本
仏
教
の

宗
祖
た

ち
の

思
想
の

直
接
的
反
映
で

は

な
い

。

大
乗
仏
教
の

重
層
し
た

変
容
の

結

果
で

あ
る
日
本
仏
教
が
さ
ら

に
変
容
し、

在
家
民
衆
の

生

活
に

お
い

て

血

肉
と

化
し
た

も
の

で

あ
る

。

発
表
者
は

こ

れ

を
「

生

活
の

中
の

仏

教
思

想
」

と

呼
び

た

い
。

中
世
文
芸
（

芸
能）

で

あ
る

説
経
節
に
こ

れ
を

読
み

取
る

こ

と
が
発

表
者
の

当
面
の

課
題
で

あ
る

。

　

説
経
節
と

は

武

家
・

公
家
・

豪
農
の

子
弟
が
惨
憺
た

る

苦
難
（

こ

と

に

愛
別
離

苦）

を
味
わ
っ

た
末
に

栄
華
を
回
復
す
る
、

な
い

し
は

死

後
神
仏

と

な
る

（

あ
る

い

は

そ
の

両

方）

と
い

う

筋
立
て

を

持
つ

語

り
物
で

あ

る
。

発

表
者
は

説
経
節
を

質
・

量
と

も
に

代
表
す
る
五

作
品、

『

さ
ん

せ

う
太
夫
」

・
『

し
ん

と

く
丸
』

・
『

を
ぐ

り
』

・
『

か
る

か

や
』

・
『
ま
つ

ら

長

者
』

を

考
察

対
象
と
し

、

説
経
節
先
行
研
究
の

仏
教
と

の

関
係
を

論
じ
て

こ

な
か
っ

た

問
題

点
を
意
識
し、

か
つ

恩
愛
を
説
経
節
の

核
心
と

し
て

き

た

視
点
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら

、

「

生
活
の

中
の

仏
教
思

想
」

を
と
ら

え
て

い

き
た
い

。

　
「

生

活
の

中
の

仏
教
思
想
」

は
一

般
的

に
作
品
の

中
に

自
立
し
た

言
説

と
し
て

は

現
れ

ず、

登

場
人
物
た
ち
が
そ
の

中
で

生
き
て

い

る

と

こ

ろ

の

社

会
制

度
や

情
念
等
を
い

わ
ば

．

依

代
”

と

し
て

現
わ
れ
る
と

発

表
者
は

考
え
る

。

説
経
節
の

場
合、

恩
と
い

う
仏
教
思
想
が

家
制
度
と

愛
の

情
念

に
宿
る

こ

と
で

恩
愛
と
い

う
「

生

活
の

中
の

仏
教
思
想
」

と
な
っ

て

い

る
。

　
説
経
節
五

作
品
の

主
人
公
た
ち
は

正

統
な
家
長
後
継
者
で

あ
り
な
が

ら

様
々

な

理

由
か
ら

排
除
さ
れ

辛
苦
を
味
わ

う
が
最
後
に
は

家
督
を
手
に

し

栄
華
を

極
め

る

（

家

督
を

自
ら

放
棄
す
る

『

か
る

か

や
』

は

例

外
）

。

つ

ま
り
家
督
を
め

ぐ
る

苦
闘
が

説

経
節
の

基
本
構
造
な

の

で

あ
る

。

と
こ

ろ

で
、

「

家
」

と

は
擬
血

縁
的
な

機
能
集
団
で

あ
り

、

純
粋

な

親
族
集
団
の

こ

と

で

は

な

い
。

し

か
し、

説

経
節
で

は

家
督
を

め

ぐ
る

苦
闘
の

担
い

手

は

ほ

と

ん
ど

親
子
・

夫

婦
・

姉
弟
と
い

う

親
族
集

団
に

限
定
さ
れ

て

い

る
。

そ
う
さ
せ

て

い

る
の

は

説

経
節
の

受
容
者
た

る

中
世
民
衆
の

生

活
世

界
の

愛
の

情
念
と

思
わ
れ
る

。

説
経
節
が
基
本
的
に

前

提
と
し
て

い

る

武

家
社
会
の

家
制
度
を

民
衆
は

自

分
た
ち
の

も
の

で

あ
る
愛
の

情

念
を

通
し

て

理
解
し
た

と
こ

ろ

に

恩

愛
と
い

う
「

生
活
の

中
の

仏
教
思
想
」

が

宿
っ

た
と

思
わ
れ

る
。

　
登
場
人
物
た

ち
が

始
終

涙
に

暮
れ
て

生
き
別
れ
た

あ
る
い

は

死
に

別
れ

た
肉
親
を

恋
い

慕
う
と
い

う
描

写
が
説
経
節
を
特
徴
付

け
て

い

る
。

説
経

節
先
行
研
究
が

指
摘
し
て

き
た
よ

う
に、

こ

う
し
た

恩

愛
が
説

経
節
の

核

心
で

あ
る

こ

と
は

ま
ち
が
い

な
い

。

し
か
し
恩
愛
は

先

行
研
究
が

し

ば

し

ば
誤
認
し
た

よ

う
な
近

現
代
の

家
族
愛
と
は

違
う

。

　
「

恩
」

と

漢
訳

さ
れ
た

原
始
仏
教

思
想
は、

他
者
か

ら

受
け
た

恵
み

の

自

覚
と

そ
れ
に

対
す
る

感

謝
と

返
報
と

い

う

観
念
で

あ
っ

た
。

そ
れ

が
中

国
に

お

い

て

儒
家
思
想
の

内
に

受
容
さ
れ
報

恩
と

し
て

の

親
へ

の

孝
に
ほ

と
ん

ど

収
斂
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

だ
が、

そ
の

「

恩
」

に

は

四

恩
説

に

見
ら
れ
る

よ

う
に、

如
来
や

三

宝
と

い

う

普
遍
的
・

超
越
的

な
価
値
へ

の

志
向
と
、

父

母
な
い

し
は

国
王

と
い

う
個

別
的
・

現
世
的
な

価
値
へ

の
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